



































年の本研究の調査開始当時の性交経験率は、大学生男子 63.0%、女子 62.2%、高校男子 26.6%、高
校女子 30.3%、中学男子 3.6%、中学女子 4.2%であった。しかし、2011 年の調査結果では、東日
本大震災での未曾有の経験をした影響を受け、今までにない性行動経験率の低下をみせ、大学生男











を交互に行う混合研究法（mixed methods research）を選択し、3段階の研究カテゴリーによる 8
つの研究から構成した。第 1段階研究カテゴリーでは、3年間の「生命と性の健康教育プログラム」
の効果の検証として教育介入調査と健康教育後の感想文の質的研究の 2 つの基礎的研究を行った。
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業時の計 7回、中学生 182 名を対象に、自尊感情、自己効力感、ストレス、ストレス対処行動および性
行動を調査した。その結果から、介入群の方が対象群に比べ性行動の経験率は低かったが有意差はみら













【研究 4】：｢中学生用 性の健康心理尺度（改訂版）｣の作成 
研究 3を基に、信頼性の高い尺度を作成するために 243 名を対象として、生命や性に関する質問項目
の因子分析を行った。結果より、第 1因子 性行動リスク性（α＝.923）13 項目、第 2因子 性行動追求
性（α＝.923）8 項目、第 3因子 生命と性の尊重性（α＝.838）10 項目、第 4因子 恋愛尊重性（α＝.763）





























1.第 1段階研究：研究 1で、ストレスマネジメント教育の効果は明確であり、研究 2では、受講後に
生命への関心や自尊感情の高まりなどが表現されていた。しかし、性行動の危険や予防意識に関する感
想がなかったことから、それらを強化する必要性が明らかとなった。 
2.第 2段階研究：研究 4で開発された性の健康心理尺度は、信頼性が高く、教育評価に有用であると
考えられる。研究 5において、性行動を追求する心理は自己学習や進路決定を妨げ、集団活動を低下さ
せ、性の快楽性のみが焦点化されると考えられた。さらに、ストレスは、学校生活スキル全てを低下さ
せた。また、生命や性を尊重する心理は、学校スキル全ての上昇につながり、本研究の教育内容の効果
の妥当性が裏付けられた。研究 6は、女子は高学年で生命や性の尊重性が低下することから、性に関す
る情報や犯罪等、性のネガティブなイメージが高まる事が推測でき、人間関係の中に育まれる豊かな性
を解釈できるよう、性の多面的理解を強調する事が示唆された。 
3.第 3 段階研究：生命・性のイメージは乖離しておらず、共通イメージとして、「生殖性」「貴重性」
「困難性」があった。「困難性」が存在したことから、5感で感じられる生命の教材研究や性の学習体制
を整える事が重要であると考えられた。 
4.「生命と性の健康教育プログラム」の改善：本研究の【研究 2・6・7・8】の結果から、1 年生は、
胎児の 3DCG による成長映像や妊婦体験等の体感学習を充実させ、生命と性を乖離させない学習の早期
導入が必要と考えられた。また、【研究 2・5・7・8】の結果から、2 年生は、性の連帯性への理解と危
険な性行動から回避する意識を高め、性の健康を自己決定できるスキル向上のための教授方略の工夫が
求められた。【研究 1・5・6・7・8】の結果から、3年生では、学校生活スキル向上も視野に入れ、生命
と性の学習内容の追加と、ストレスマネジメントの強化の必要性が示唆された。 
 
45.ライフスキル教育に基づいた「生命と性の健康教育」の社会的意義と今後の展望：性教育は、普遍
的なものではなく、時代や社会状況、対象の現状によって変化していくものであり、また、終わるこ
とのない必要不可欠な健康支援である。 
8 つの研究により、中学生に向けた性の健康心理尺度の開発と「生命と性の健康教育プログラム」の
教育は、中学生に生命の尊厳と性の意義の理解を深める役割を担うという、大きな社会的な意義が証明
された。さらに今後は、学校教育現場と共に生命や性に関する教育の地域ネットワークシステムを構築
していくことが課題である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5論文審査結果の要旨 
 
 
１．論文の内容 
研究のテーマは、誰もが必要であるとわかっていながらなかなか踏み込めない「思春期の性教育」に
焦点をあてたものであり、本来莫大な時間と労力を必要とするコホート研究レベルが求められる内容で
ある。そのテーマに対して上田氏は、長期の研究期間を必要とする質的研究と量的研究の繰り返しであ
る「混合研究法」を研究デザインとし、貴重なデータを構築している。 
新規性としては「中学生における性の健康心理尺度」を新規に作成し、検証がなされたうえで研究の
発展も示されており、博士論文に値するものと判断した。 
 
２．評価 
 博士課程論文としての研究の意義、内容、ボリューム、新規性に関して十分に評価できるものであっ
た。データ処理についても、混合研究法として適正に行われ、考察は客観的であり、キーワード、引用
文献の記載も適正である。また、この分野における研究会などの発足のきっかけとできるなど、将来的
な応用の可能性も高く、その発展性は大いに期待できるのである。 
 学位論文としての妥当性としての構成、内容と論旨の一貫性は保たれており、博士論文としての体裁
が整っていると判断した。 
 
３．口頭発表（公聴会）ならびに口頭試問に評価 
膨大なボリュームであったにも関わらず、指定された時間内に発表を終え、図表は見やすく、論文要
旨は的確に表現され、研究方法の選択は正しく、質問に対して回答は適切であった。さらに、発語も美
しく、発表会場にいた参加者全員に聞き取りやすい声の高さや発語の早さおよび口調のやさしを兼ね備
えていた。 
 
４．審査結果 
 本論文は九州保健福祉大学保健科学研究科博士過程の学位論文にふさわしいと判断する。 
 
